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1 5 　 肝 膵 同 時 切 除 後 に M O F に 陥 り ， 集 中 治 療 で

救命しえた2例

西 村 淳 ・ 新 国 恵 也 ・ 岩 谷 昭

角 田 和 彦 ・ 河 内 保 之 ・ 清 水 武 昭

厚生連長岡中央綜合病院外科

〔症例 1〕 7 6 歳, 男性. 肝門部胆管癌と下部胆管

癌の合併の 術前診断で, 2 003 年 10 月 2 7 日拡大肝

右乗切除＋月畢頭十二指腸切除術施行. 術後, 胆汁

ドレ ナ
- ジチ ュ

ー ブ挿入部の ト ラ ブル に起 因する

と思われる汎発性腹膜炎と なり, 1 2 月 2 2 日洗浄

ド レナ
-

ジ術施行 . 呼吸不全, 肝不全と な るも,

レ ス ピレ
ー

タ
ー

管理, 血襲交換にて回復.

〔症例 2〕63 歳
,
女性 . 胆嚢癌による閉塞性黄痘 .

2 003 年9 月 24 日 F r C D による胆汁性腹膜炎と な

り, 緊急開腹胆道 ドレナ
- ジ

. 胆汁培養で M R S A

陽性 であ っ た . 1 0 月 2 0 日拡大肝右乗切除＋幽門

輪温存牌頭十 二指腸切除術施行 . 術後, 肝切離面

と創部に M R S A による膿癌形成 . A R D S
, 肝不全

と なるも, レ ス ピレ
ー タ ー 管理, 血祭交換にて 回

復 .

I I ． 特 別 講 演

「肝切後の肝再生と肝不全」

横浜市立大学大学院

医学研究科消化器病態外科学教授

嶋 田 紘

肝移植を含めた肝臓手術は, 肝再生とい う他の

臓器 にはみ られな い 自然治癒力の 上に成り立 っ て

い る .

肝再生の 分子機構の 解明は従来, 個々 の 遺伝子

や伝達経路毎に行われて きた が, マ イ ク ロ ア レイ

の 発達により網羅的解析も可能に な っ た .

肝再生の機序が明らか になれば, s m all fo r siz e

g r aft や肝切後肝不全の 予防や治療も可能に なる .

肝再生と肝不全に つ い て 基礎と 臨床の 面 か ら ,

教室の研究成果を混 じえな がらリ ビ ュ
ー

した い .

第 4 4回新潟脳神経外科懇話会

日 時 平成 1 6 年 6 月 19 日 ( 土)

午後 1 時 - 午後 5 時

会 場 来駕メ ッ セ

3 F 中会議室 (30 2)

13 1

一 般 演 題

1 　 悪 性 神 経 膠 腫 の 標 準 治 療 と 臨 床 試 験

高 橋 英 明 ・ 田 中 隆 一 ・ 山 中 龍 也

斉藤明彦・宇塚岳夫

新潟大学脳研究所脳神経外科

悪性神経腰腫の 国内標準治療は可及的摘出術に

引き続き化学療法と して の ニ ト ロ ソ ウ レ ア 系抗が

ん剤 で あ る A C N U 静脈 内投与 と 6 0 G y 局所 照射

で ある . し か しなが ら, 悪性神経腰腫 その もの が

稀な疾患 であり, か つ 有効 な手段 がな い こ と か ら,

今 なお エ ビデ ン ス の ある治療法が確立されて い な

い .

こ れまで
,
当科 における治療方針 は, 術中フ ル

オ レ セ イ ン静脈内投与による黄染部の可及的摘出

と 局所 60 G y 放射線治療 なら びに A C N U ま た は

M C N U 動注療法である ,

M C N U 動注化学療法 レ ジメ ンによる a n apl a sti c

a s t r o c y t o m a ( A A) お よび gli o bl a st o m a ( G B M )

の 生存中間点 は, それ ぞれ 16 ケ月 , 2 7 ケ月 であ

っ た . A C N U 静脈内投与< A C N U 動注 < M C N U

動注療法の 生存率が認 められるも, 大きな差で は

なく
,
更なる有効な治療を模索して いく こ とが必

要で ある ことが示唆された .

ま た
,
フ ル オ レ セ イ ン術中投 与 に お い て は ,

el o q u e n t a r e a に お い て は 腫 場 内 か ら 摘 出 ,

n o n el o q u e n t a r e a に お い て は腫場外か ら摘出する

こ と心がける べ き である こと も強調 した .

星細胞腫 G r a d e 3 , 4 に対する放射線化学療法と

して の A C N U 単独療法 と P r o c ar b a zi n e ＋ A C N U

併用療法と の ラ ン ダ ム化第 Ⅱ/ Ⅲ相試験が , 厚生

労働省班研究において ラ ン ダム 化臨床試験として


